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　平成21年度「糸満市長賞」「教育長賞」表彰の受賞式が1
月16日、平成21年度糸満市学力向上推進実践発表会の中
で行われました。
　糸満市長賞には、昨年島根県雲南市で開催された平和作
文コンクールで最優秀賞、糸満市少年の主張大会で最優秀
賞を受賞した西崎中学校３年、金城美和さんに贈られまし
た。また、１月10日（いとまん）を「糸満市教育の日」と定めた
のを記念して、今年度新たに教育長賞が設けられ、スポーツ、
文化活動で活躍した児童生徒23人が表彰を受けました。
　上原裕常市長は「皆さんの活躍は、多くの市民に喜びと勇
気を与えました。これからも、家庭、学校、地域が連携して、子
どもたちが地域に誇りをもてるような取り組みを展開してい
きたい」と、あいさつ。
　表彰式の後には、市内の幼小中学校の実践発表会が行
われ、高嶺幼稚園の比嘉由美子教諭は「幼児一人一人に生
きる力の基礎をはぐくむ」をテーマに事例を発表。会場には、
市内各小中学校の教諭、ＰＴＡなど学校関係者が多く訪れ、
熱心に耳を傾けていました。

糸満市長賞に
金城美和さん 西中３年

　１月１１日、成人の日、糸満市ではサムシング・フォー西
崎で、平成２２年糸満市成人式典が行われました。
　式典では上原裕常市長が「これからの人生に誇りと責任
をもって大きく前進し、社会を明るくする原動力になるよう頑
張ってください」と新成人を激励しました。
　新成人を代表して、三和中学校出身で県内の専門学校に
通う、新屋真亜久さんが「この日を迎えられたのは両親や家
族、地域の方々、共に競い歩んできた仲間のおかげです。こ
の感謝を忘れることなく、社会人として糸満市を誇りに、これ
からの人生を歩んでいきたい」と力強く、決意を述べました。

上/糸満市長賞、教育長賞を受賞した児童、生徒の皆さん
左下/受賞者を代表して、糸満市長賞を受賞した金城美和さんがあいさつ

右下/スポーツ、文化活動で活躍した児童、生徒23人に教育長賞が贈られました

左上/新成人を代表して
新屋真亜久さんがあいさつ
右上・下/式典終了後は

各中学校に分かれて記念
撮影が行われていました。

この日、本市では
男性352人、女性340人の

692人が決意新たに
成人を迎えました。

決意新たに糸満市成人式典



　
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
糸
満

市
に
住
ん
で
い
る
方
で
、
次
の
方
は

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
昨
年
中
に
農
業
や
営
業
等
の
所
得

が
あ
っ
た
方

②
扶
養
さ
れ
て
い
た
方
で
、
昨
年
は

就
職
や
パ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
所
得

が
あ
っ
た
方

③
市
外
・
県
外
在
住
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
方
※
用
紙
が
送
ら
れ
て
い

な
く
て
も
申
告
が
必
要
で
す
。

④
勤
務
先
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

⑤
昨
年
中
に
退
職
し
た
方

⑥
給
与
の
ほ
か
に
所
得
が
あ
っ
た
方

⑦
公
的
年
金
の
ほ
か
に
所
得
が
あ
っ

た
方

⑧
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
方

⑨
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
や

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
方
※
収
入
が
な
い
方

「
住
民
税
に
お
け
る
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
拡
大
」

 

個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
）

の
適
用
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
、
平
成

21
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
に
入
居
し
、

平
成
21
年
分
以
降
の
所
得
税
に
お
い

て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
方
も
、

個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
、
個
人
住
民
税
に
お
け

る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
、
個
人
が
市

役
所
に
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
申
告
書
を
提
出
せ
ず
に
受
け
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
広
報
１
月

号
及
び
税
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「
証
券
税
制
の
見
直
し
」

１
．
軽
減
税
率
の
適
用
期
間
の
延
長

平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
23

年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
お
け
る

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
及
び
譲

渡
所
得
に
対
し
て
は
、
軽
減
税
率

10
％
（
所
得
税
７
％
・
住
民
税
３

％
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

２
．
損
益
通
算
制
度
の
創
設
　

　
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
に
つ
い

て
は
、
平
成
21
年
分
か
ら
（
個
人
住

民
税
は
平
成
22
年
度
か
ら
適
用
）
、

総
合
課
税
と
申
告
分
離
課
税
の
ど

ち
ら
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

　
　
ま
た
、
申
告
分
離
課
税
を
選
択

し
た
場
合
に
お
い
て
、
上
場
株
式

等
の
譲
渡
損
失
が
あ
る
と
き
は
、

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
と
の
損

益
通
算
を
平
成
21
年
分
か
ら
（
個

人
住
民
税
は
平
成
22
年
度
か
ら
適

用
）
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
次
の
方
は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

①
勤
務
先
か
ら
市
へ
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
で
給
与

所
得
以
外
の
所
得
が
な
か
っ
た
人

②
公
的
年
金
以
外
に
収
入
が
な
く
、

65
歳
以
上
で
年
金
額
が
1
4
8
万

円
、
64
歳
以
下
で
98
万
円
未
満
の

人
（
平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
）

③
税
務
署
へ
確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
人

※
た
だ
し
、
扶
養
控
除
等
の
諸
控
除

又
は
所
得
税
の
還
付
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

で
も
申
告
し
な
い
と
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

市・県民税の申告受付が
2月16日（火）から始まります
市・県民税の申告受付が
2月16日（火）から始まります

期間　2月１６日（火）～３月１５（月）
場所　糸満市役所２階市民ギャラリー
※２月２１日（日）及び３月７日（日）も
　受け付けしています。

■ お問い合わせ 　糸満市税務課　  840-8128　  那覇税務署　 867-3101

申
告
が
必
要
な
人

１

①
平
成
21
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

収
入
と
必
要
経
費
等
を
計
算
し
、

申
告
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
領
収
書
等
を
そ
ろ
え
て
指
定
の
受

付
日
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
方
法

申
告
の
方
法

2①「
申
告
書
」（
必
要
事
項
を
記
入
し    

て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
類
は
窓
口

に
も
用
意
し
て
い
ま
す
）。

②
年
金
及
び
給
与
等
の
「
源
泉
徴
収

票
（
原
本
）」

③
平
成
21
年
中
に
支
払
っ
た
「
国
民

健
康
保
険
税
」
「
国
民
年
金
保
険

料
」
「
介
護
保
険
料
」
「
生
命
保
険

料
」
「
地
震
保
険
料
」
な
ど
の
分

か
る
書
類
（
領
収
・
証
明
書
）

④
平
成
21
年
中
の
収
入
及
び
経
費
の

確
認
が
で
き
る
帳
簿
類
等

⑤
印
鑑

申
告
に
必
要
な
も
の

3

　
期
間
中
に
や
む
を
得
ず
申
告
が
で

き
な
か
っ
た
方
は
次
の
期
間
に
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
（
所
得
税
の
確
定

申
告
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
市
県
民

税
の
み
の
申
告
で
す
）。

■
平
成
22
年
４
月
19
日
（
月
）
〜
4
月

　
21
日
（
水
）

申
告
が
間
に
合
わ
な

か
っ
た
方

4

平成21年分市県民税の

申告受付が２月16日

（火）から始まります。期

間は３月15日（月）まで

の１ヶ月間です。

申告忘れや誤った申告

で不利益を受けること

がないよう、必要な書類

をあらかじめ準備しまし

ょう。また、期間終了日

の近くになると大変混

み合いますので、早めに

申告しましょう。

市・県民税受付日程
受付時間　９時～11時・13時～16時

高嶺・三和地区

兼城地区

糸満・西崎・潮崎地区

上記で申告できなかった方

2月16日（火）～19日（金）

2月22日（月）～26日（金）

3月1日（月）～5日（金）

3月8日（月）～15日（月）

◎指定日以外の日でも申告できます。３月15日（月）まで
　に申告してください。
　　　　　　　　　　　　　　

申告をしないと困ることってあるの？ ○
所
得
証
明
・
扶
養
証
明
・
納

税
証
明
な
ど
の
諸
証
明
が
発

行
で
き
ま
せ
ん
。

○
国
民
健
康
保
険
法
に
よ
り
医

療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が

高
額
と
な
り
不
利
益
を
受
け

ま
す
。

○
国
民
年
金
の
免
除
申
請
が
で

き
ま
せ
ん
。

○
児
童
扶
養
手
当
や
そ
の
他
の

給
付
制
度
に
該
当
し
て
も
受

給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
保
育
所
の
入
所
手
続

き
に
支
障
を
き
た
し

ま
す
。

○
公
営
住
宅
の
入
所
申

し
込
み
の
手
続
き
が

で
き
ま
せ
ん
。

○
住
宅
公
庫
や
銀
行
か

ら
の
借
り
入
れ
に
支

障
を
き
た
し
ま
す
。

○
幼
稚
園
保
育
料
の
減

免
・
準
要
保
護
の
認

定
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

平成22年度

主な税制改正

について

所得税の確定申告は「結の街」へ

１ 那覇税務署・北那覇税務署の｢確定申告会場｣は、「浦添市産業振興セ

ンター・結の街」です！　　　　　 

場　　所：浦添市勢理客4-13-1(国立劇場おきなわ向い)            

設置期間：平成22年2月16日(火)～3月15日(月)           

※上記設置期間中は那覇税務署・北那覇税務署内に「確定申告会場」

　を設置しておりませんのでご注意ください。

２ 平成21年分の各税目の申告期間は下記のとおりです！ 　　　　 

　・所得税　2月16日（火）～3月15日（月）まで

　・消費税　1月1日（金）～3月31日（水）まで

　・贈与税　2月1日（月）～3月15日（月）まで

　※2月16日（火）～3月15日（月）は「結の街」、それ以外の期間の相

　　談会場は所轄税務署の署内相談会場ですのでお間違いなく！

　「確定申告会場：浦添市産業振興センター・結の街」では、平日（月

　～金曜日）以外にも、2月21日及び2月28日の日曜日に限り、個人

　の所得税・消費税及び贈与税の申告相談・申告書の受付を行います。

　（注）通常、土・日・祝日は閉庁しております。

３ ｅ-Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）に関するお知らせ　　 

　ｅ-Ｔａｘは、あらかじめ登録をすれば自宅やオフィス、税理士事務

所から、インターネットで国税に関するさまざまな申告や申請、納税

ができ、税務署などに何度も出かける必要がなくなります。

ｅ-Ｔａｘ用の申告書データは、国税庁ホー

ムページの「確定申告書等作成コーナー」

で作成できます。詳しくは、国税庁ホーム

ページをご覧ください。

国税庁ホームページ  http://www.nta.go.jp

申告は
お早めに！
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大
正
10
年
摩
文
仁
村
字
米
須
生
ま

れ
。
沖
縄
県
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
公

立
小
中
学
校
教
諭
を
経
て
、
昭
和
47

年
渡
嘉
敷
村
阿
波
連
小
学
校
長
に
就

任
。
以
来
、
米
須
小
学
校
長
、
糸
満
地

区
小
体
連
会
長
、
米
須
農
業
協
同
組

合
長
理
事
、
字
米
須
老
人
会
長
、
糸
満

市
老
連
会
長
に
就
任
し
、
数
々
の
教

育
表
彰
を
受
賞
。
そ
の
後
も
地
域
の

教
育
功
労
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。「
は

か
ら
ず
も
高
齢
者
叙
勲
と
し
て
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
し
、
身
に
余
る
光
栄

と
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
、
多
く
の
皆
様
の
温
か
い
ご

指
導
、
ご
支
援
の
賜
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
栄
誉
に

恥
じ
な
い
よ
う
微
力
な
が
ら
地
域
の

た
め
に
役
立
ち
た
い
と
存
じ
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

防
衛
功
労

仲
宗
根
　
保
栄
さ
ん

 

な
か  

そ   

ね
　
　  

ほ   

え
い

 

ず
い  

ほ
う 

そ
う 

こ
う
し
ょ
う

 
ず
い  

ほ
う 

た
ん 

こ
う
し
ょ
う

 

や
す
や
ま
　
　
こ
う 

え
つ

88
歳
　
米
須

泰
山
　
幸
悦
さ
ん

61
歳
　
兼
城

　
昭
和
23
年
鹿
児
島
県
大
島
郡
宇
検

村
生
ま
れ
。字
兼
城
在
住
。昭
和
42
年
、

陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
。
平
成
14
年
に

3
等
陸
尉
と
し
て
定
年
退
職
す
る
ま

で
の
約
34
年
間
、
発
射
班
長
、
中
隊

の
隊
付
准
尉
、
企
画
統
制
准
尉
と
し

て
従
事
し
、
ま
た
隊
員
の
指
導
に
あ

た
る
な
ど
、
国
の
防
衛
と
人
材
育
成

に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
入
隊
34

年
3
ヶ
月
の
間
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
国
の
防
衛
に
従
事
致
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
は
か
ら
ず
も
栄
あ
る
勲
章

を
頂
き
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
こ
れ

も
長
年
に
渡
る
上
司
、
先
輩
や
同
僚
、

家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
受
章

だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
受
章

に
恥
じ
な
い
よ
う
少
し
で
も
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

瑞
宝
小
綬
章

秋
の
叙
勲 

教
育
・
文
化
財
保
護
功
労

 

ず
い  

ほ
う
し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

に
っ 

た
　
　
じ
ゅ
う
せ
い

新
田
　
重
清
さ
ん

77
歳
　
糸
満

　
昭
和
7
年
字
賀
数
生
ま
れ
。
昭
和

30
年
糸
満
高
等
学
校
勤
務
。
以
来
県

内
高
等
学
校
教
諭
を
経
て
、
昭
和
60

年
本
部
高
等
学
校
長
就
任
。
平
成
5

年
に
豊
見
城
南
高
等
学
校
長
を
退
職

す
る
ま
で
、
一
貫
し
て
生
徒
指
導
に

専
任
し
、
沖
縄
高
等
学
校
生
徒
指
導

研
究
会
長
を
務
め
る
。
昭
和
50
年
か

ら
34
年
間
本
市
文
化
財
保
護
委
員
、

内
11
年
間
委
員
長
就
任
。
市
史
、
県

史
編
集
に
携
り
、
人
材
育
成
、
文
化
財

保
護
に
尽
力
。「
は
か
ら
ず
も
瑞
宝
小

綬
章
の
栄
に
浴
し
身
に
余
る
光
栄
で

す
。
こ
れ
も
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
支

援
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
一
層
精
励
し
い
さ
さ
か
な
り

と
も
ご
芳
情
に
報
い
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

秋
の
叙
勲 

地
方
自
治
功
労

 

ず
い  

ほ
う 

そ
う 

こ
う
し
ょ
う

 

う
え
は
ら
　  

い
さ
お

上
原
　
勲
さ
ん

72
歳
　
糸
満

　
昭
和
12
年
字
糸
満
生
ま
れ
。
昭
和

36
年
琉
球
政
府
工
務
交
通
局
庶
務
課

採
用
。
昭
和
54
年
県
総
務
部
人
事
課

長
就
任
以
来
、
県
企
業
局
次
長
、
県
病

院
管
理
局
長
、
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
事
業
団
、
海
洋

博
記
念
公
園
の
常
務
理
事
を
務
め
る
。

平
成
10
年
退
職
後
、
西
崎
生
コ
ン
株

式
会
社
社
長
を
約
6
年
間
、
糸
満
大

綱
引
行
事
委
員
長
を
約
4
年
間
務

め
る
。
現
在
糸
満
地
区
交
通
安
全
協

会
会
長
。「
37
年
に
わ
た
り
、
県
職
員

と
し
て
同
僚
・
先
輩
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
大
過
な
く
勤
務
を
全
う
で
き

た
こ
と
に
よ
る
受
章
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況

（2) 職員の初任給の状況（平成21年4月1日現在）

人
事
行
政
の
公
平
性
と
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、

運
営
状
況
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

１　総括　

　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公
務員の給与水準を示す指数で、平成21年度の糸満市のラスパイレス指数は、
96.5です。

扶養親族（配偶者、22歳に達する日以後の最初の3月31日までの間にある子、
60歳以上の父母等）のいる職員に支給
・配偶者13,000円　・その他扶養6,500円　・16歳から22歳の子1人につき
5,000円加算

住居を借り受け、または所有してる職員に支給　　　
・借り受け（上限額）27,000円　　
・所有（新築・購入から5年以内）2,500円

通勤距離が2㎞以上で、交通機関または交通用具を利用している職員に支給
・バス等の交通機関　定期券相当額を支給（上限額）55,000円　　
・交通用具（自家用車等）2,000円～24,500円

管理または監督の職にある職員に支給　
・部長級：13,807円　・次長級：11,710円　・課長級：10,092円           
（平成18年度以後は手当額より75%減額しており、減額措置後の金額)

民間のボーナスに当たる期末手当及び勤勉手当は、年間で4.05月分です。
これを年間２回に分けて支給しています。
６月分・・・期末手当：1.25月分、勤勉手当：0.675月分 
12月分・・・期末手当：1.45月分、勤勉手当：0.675月分
　　計　　　期末手当：2.7月分、 勤勉手当：1.35月分

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（３）ラスパイレス指数の状況

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

３　職員の手当の状況（平成21年4月1日現在）

４　特別職の報酬等の状況
    （平成21年4月1日現在）

（注）１． 職員手当には退職手当を含みません。　
         ２． 職員数は、平成20年4月1日現在の人数です。

（注）１．「平均給料月額」とは、平成21年４月１日現在における各職種ごと
　　　　　の職員の基本給の平均です。
　　　２．「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整  
　　　　　手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したもの
　　　　　です。　　

（注）県の初任給は特例減額措置（３%減額）を受けた後の額です。

（注）１．期末手当の支給職員１人当たり平均支給月額は、平成20年度中の平均支給年額を表示しています。
         ２．平成21年度については、期末手当支給月数の年間0.3月と期末・勤勉手当にかかる役職加算の削減を実施しています。
　　　３．上の表に記載した手当以外にも、時間外手当、特殊勤務手当などの手当があります。

（注）１．平成14年度より市長の給料を15%、副 
市長の給料を10%減額支給しており、
給料及び報酬の額は、減額措置後の金
額です。

　　　２．平成21年度は、市長・副市長において
は期末手当支給月数の年間0.3月と役職
加算を削減し、議員については期末手
当支給月数の年間0.5月を削減しており、
期末手当の支給月数は削減後の月数です。

（注） 人件費には嘱託職員報酬等を含みます。

（平成21年4月1日現在）

区分

糸
満
市
職
員
の
給
与
・
職
員
数
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

区分

平成20年度
58,138 19,141,937

住民基本台帳人口

（20年度末） A B B/Ａ

人 千円
377,415 19.2 18.6

千円
3,677,508

千円 % %

歳出額 実質収支 人件費 人件費率
平成19年度人件費率

（参考）

区分

区分

区分 給料月額等

区分 糸満市 沖縄県

一般行政職

市長
副市長

749,000　円
641,000　円

469,000　円
419,000　円
396,000　円

1.45月分
1.55月分
３月分

（役職加算なし）

1.35月分
1.45月分
2.8月分

（15％役職加算あり）

市
長･

副
市
長

議
員

給
料

報
酬

期
末
手
当

議長
副議長
議員

6月期
12月期
計

6月期
12月期
計

扶養手当

住居手当

通勤手当

管理職手当

期末・勤勉手当

手当名 内容及び支給単価
支給実績

（20年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額
（20年度決算）

45.3歳

58.0歳

23.4年

42.0年

342,059円

397,775円

374,356円

172,200円

58,774　千円 256,654　円

34,511　千円 234,772　円

11,088　千円 34,328　円

10,042　千円 164,628　円

638,673　千円 1,580,874　円

140,100円

137,200円

167,034円

135,897円

133,084円

410,628円技能労務職

一般行政職
大学卒

高校卒

高校卒技能労務職

平均年齢 平均経験年数 平均給料月額 平均給与月額

平成20年度
407 183,714

職員数 給与費

給料 職員手当 計
Ｂ

期末・勤勉手当
A

人 千円
1,629,119

千円
638,673

千円
2,451,506 6,023

千円 千円 千円
6,091

一人当たり給与費 

B/A
平成19年度

一人当たり給与費

（参考）

■
お
問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
　
　
８
４
０
・
８
１
１
７

秋の叙勲・褒章の受章
おめでとうございます
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一
九
五
八
年
。
字
糸
満
の
町
端
区

に
あ
る
カ
ン
ジ
ャ
ー
ジ
ョ
ー

グ
ヮ
ー
と
呼
ぶ
路
地
近
く
の
風
景
。

　
写
真
中
央
に
広
げ
て
干
さ
れ
て

い
る
の
は
、
パ
ン
タ
タ
カ
ー
（
小
型

の
追
込
網
漁
）
用
の
網
。
網
に
ぶ
ら

下
が
っ
て
黒
く
楕
円
状
に
見
え
る

の
は
、
杉
板
製
の
浮
き
。

　
手
前
に
あ
る
サ
バ
ニ
は
南
洋
ハ

ギ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
薄
い
板
材

を
利
用
し
、
部
材
の
接
合
に
は
金
釘

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
戦
前
、
サ
イ

パ
ン
に
渡
っ
た
字
糸
満
出
身
の
ウ

ミ
ン
チ
ュ
ー
の
上
原
新
太
郎
さ
ん

（
屋
号
新
南
新
地
）
に
よ
っ
て
現

地
で
考
案
さ
れ
、
戦
後
の
木
材
不
足

の
沖
縄
で
多
く
造
ら
れ
た
と
い
う
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
文
化
課 (  

八
四
〇
―
八
一
六
二
）

ま
で
。

広報いとまんは糸満市発行の情報紙です。毎月

20,200部発刊、各世帯へ配布しています。広報い

とまんでは、広報紙に掲載する有料広告を募集

します。掲載料金は広告サイズによって異なりま

す。詳細はお問い合わせください。　

網干し場の風景

東

風

平

朝

正

の

撮
っ
た
い
と
ま
ん

東風平 朝正東風平 朝正

甦

る

記

憶

vol .22
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
東
風
平
朝
正
さ
ん
が
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
に

か
け
て
撮
影
し
た
写
真
の
中
か
ら
、
毎
月
一
枚
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こちんだ　ちょうせい
1923年生まれ。
那覇市出身。1947年糸満
高校を振り出しに教員生
活を出発。50年代末頃に
給料2ヶ月分の金額をは
たいてカメラを購入。糸
満の風景や人々の暮らし
に関心をよせ、漁港風景
や祭りを中心に撮影。現
在も写真を撮り続けてい
ます。

広報紙「広報いとまん」有料広告募集

問い合わせ  行政経営課    840－8246

１号広告（50㎜×175㎜）20,000円/月

２号広告（50㎜×87.5㎜）10,000円/月

３号広告（128㎜×175㎜）40,000円/月

Sports Itoman February お問い合わせ　社会体育課　　840-8164

【
日
時
】
2
月
21
日
（
日
）

【
場
所
】
西
崎
多
目
的
広
場
・
西
崎

　
近
隣
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
参
加
料
】
5
、
0
0
0
円

【
申
し
込
み
締
め
切
り
お
よ
び
監
督
会
】

　
2
月
16
日
（
火
）
20
時
　
西
崎
陸

　
上
競
技
場
会
議
室

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
社
会
体
育
課
　
金
城

　
　
8
4
0
・
8
1
6
4

　
FAX
8
4
0
・
8
1
6
1

　
糸
満
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
　
上
原

　
　
0
9
0
・
9
7
8
4
・
3
1
5
8

　
毎
年
恒
例
「
第
39
回
糸
満
市
新
春

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
1
月
10
日
（
日
）、

西
崎
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が

集
ま
り
、
小
学
生
低
学
年
か
ら
壮
年

の
部
ま
で
10
種
目
で
総
勢
3
3
0

名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
各
優
勝
は
次
の
通
り
で
す
。

《
小
学
低
学
年
男
子
》
テ
ェ
ー
ン
大

　
基
（
糸
満
南
小
3
年
）
4
分
8
秒

《
小
学
低
学
年
女
子
》
本
田
恵
琉
（
兼

　
城
小
2
年
）
4
分
15
秒

《
小
学
高
学
年
男
子
》
池
間
蘭
人
（
西

　
崎
小
6
年
）
8
分
13
秒

《
小
学
高
学
年
女
子
》
井
上
莉
子
（
と

　
よ
み
小
6
年
）
3
分
33
秒

《
中
学
生
男
子
》
下
門
裕
平
（
潮
平
中

　
3
年
）
13
分
7
秒

《
中
学
生
女
子
》
島
袋
ニ
キ
（
潮
平
中

　
2
年
）
9
分
46
秒

《
一
般
女
子
》
座
安
美
佐
子（
糸
満
市
）

　
10
分
27
秒

《
高
校
一
般
男
子
5
キ
ロ
》
平
澤
大

　
介
（
糸
満
市
）
17
分
59
秒

《
高
校
一
般
男
子
10
キ
ロ
》
金
城
武

　（
糸
満
市
）
35
分
55
秒

《
壮
年
》
吉
山
盛
一
（
八
重
瀬
町
）
18

　
分
31
秒

結果

第
24
回
糸
満
市
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
交
流
大
会

第
39
回
糸
満
市
新

春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
13
回
沖
縄
県
市
郡

対
抗
女
子
駅
伝
大
会

結果

結果

第
18
回
糸
満
市
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
出

場
チ
ー
ム
募
集

　
昭
和
62
年
に
沖
縄
県
で
開
催
さ

れ
た
海
邦
国
体
。
本
市
で
は
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技
が
開
催
さ
れ
、
当
時
、
各

県
の
選
手
団
は
、
本
市
内
の
各
家
庭

に
民
泊
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
青
森
県
の
選
手
団
を
受
け
入
れ
た

與
崎
利
雄
さ
ん
（
73
）
は
、
以
来
22
年

間
、
同
県
の
監
督
を
務
め
た
斎
藤
和

則
氏
と
家
族
ぐ
る
み
で
交
流
を
深
め

て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
斎
藤
夫
妻
が
昨
年
10
月
、
22

年
ぶ
り
に
来
沖
。
與
崎
さ
ん
の
案
内
で
、

南
部
戦
跡
や
会
場
の
西
崎
総
合
体
育

館
等
を
訪
問
。
斎
藤
さ
ん
は
「
久
し
ぶ

り
に
訪
れ
た
糸
満
市
は
、
22
年
前
と

大
分
違
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
た
」

と
驚
い
た
様
子
。
與
崎
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
も
斉
藤
さ
ん
と
は
交
流
を
続
け

て
い
き
た
い
。
今
年
の
高
校
総
体
が

沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
る
と
聞
い
て
い

る
。
県
外
か
ら
多
く
の
選
手
団
が
訪

れ
て
く
る
と
思
う
が
、
糸
満
市
を
Ｐ

Ｒ
し
て
、
温
か
い
お
も
て
な
し
を
し

て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

12
月
19
日
（
土
）
西
崎
総
合
体
育
館

で
「
第
24
回
糸
満
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
小
中
学
生
１
０
０
名
余
の

選
手
が
優
勝
を
目
指
し
戦
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

《
初
級
の
部
シ
ン
グ
ル
》

優
勝
　
フ
ァ
ン
タ
ッ
チ
兼
中

　
丸
山
夏
歩

《
初
級
の
部
》

優
勝
　
糸
満
ひ
ま
わ
り
　

　
新
里
友
紀
乃
　
金
城
志
織

《
中
級
の
部
ダ
ブ
ル
ス
》

優
勝
　
糸
満
ひ
ま
わ
り

　
玉
城
朋
佳
　
島
袋
亜
海

《
上
級
の
部
ダ
ブ
ル
ス
》

優
勝
　
岬
シ
ャ
ト
ル

　
玉
城
祥
伍
　
上
原
義
貴

 

「
第
13
回
沖
縄
県
市
郡
対
抗
女
子

駅
伝
競
走
大
会
」
が
12
月
20
日
（
日
）

沖
縄
市
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、

激
し
い
優
勝
争
い
が
展
開
。
本
市
は

6
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

募集

海
邦
国
体
か
ら

22
年
ぶ
り
に
来
沖

報告

皆さんおめでとうございます！！

斉藤さん夫婦（左）と與崎さん夫婦。斎藤さん

は現在弘前市役所に勤め、同県のバドミント

ン協会会長として後進の育成に努めています。

平
成
22
年
糸
満
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
懇
談
会

募集

【
日
時
】
２
月
18
日
（
木
）
19
時
〜

【
場
所
】糸
満
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】
市
内
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者

【
会
費
】
2
、
0
0
0
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
糸
満
市
体
育
協
会
事
務
局

　
　
8
4
0
・
8
1
6
4
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新

春

か

き

ぞ
め
大
会

　
1
月
18
日
、
南
区
・
前
端
区
・
西

崎
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
新
川
区
自
主
防

災
会
に
よ
る
「
糸
満
市
自
主
防
災
組

織
連
絡
協
議
会
」
発
足
式
が
、
3
ー
ｂ

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
本
市
各
地
の
自
主

防
災
組
織
の
連
携
の
強
化
を
行
い
、

災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

県
内
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

　
上
原
健
市
会
長
は
「
地
域
の
安
全

に
つ
い
て
、
市
民
全
体
で
共
通
意
識

を
持
ち
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
２
回
県
民
健
康
講
座
が
１
月

23
日
、
西
崎
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
血
圧
測
定
や
体
脂
肪
測
定
、健
康
・

栄
養
相
談
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
気
軽

に
ど
こ
で
も
で
き
る
「
沖
縄

let's

プ
チ
体
操
」の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
力
に
自
信

の
な
い
人
で
も
で
き
る
こ
の
体
操

は
「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
だ

れ
で
も
」
で
き
る
10
分
間
の
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
で
、
約
2
0
0
人
の
参

加
者
が
耳
慣
れ
た
琉
球
調
の
音
楽

に
合
わ
せ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
第
20
回
糸
満
市
新
春
か
き

ぞ
め
大
会
が
１
月
５
日
、
光
洋

小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

市
民
約
１
４
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
大
会
で
は
、
糸
満
高
校
書
道

部
の
生
徒
が
「
新
春
初
夢
」
の
文

字
を
書
き
上
げ
る
大
揮
毫
を
行
っ

た
後
、
太
鼓
の
音
を
合
図
に
か

き
ぞ
め
が
ス
タ
ー
ト
。

　
参
加
者
は
、幼
稚
園
か
ら
高
校
、

一
般
ま
で
用
意
さ
れ
た
お
手
本

を
広
げ
、
新
年
の
思
い
を
込
め

て
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

市
民
全
体
で

共
通
意
識
を

子
ど
も
た
ち

に
地
元
食
材

を
使
っ
た
郷

土
料
理
を

　
糸
満
市
消
防
出
初
め
式
が
1
月

６
日
、
消
防
本
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
功
績
の
あ
っ
た
消
防

職
員
、
消
防
団
員
に
贈
ら
れ
る
市
長

表
彰
や
消
防
団
長
表
彰
な
ど
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

勇
気
あ
る
行
動
で
人
命
を
救
っ
た

と
し
て
、玉
城
清
康
さ
ん
（
字
糸
満
）、

山
城
則
幸
さ
ん
（
同
）、
照
屋
信
吉

さ
ん
（
同
）
の
3
人
に
金
城
誠
栄
消

防
長
よ
り
人
命
救
助
表
彰
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
園
児
に
よ
る
遊
戯
が
行
わ
れ
た
後
、

消
防
職
員
に
よ
る
展
示
訓
練
が
開
始
。

日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
　

平
成
22
年
糸
満
市
消
防
出
初
め
式

　
第
27
回
ふ
れ
あ
い
新
春
も
ち
つ

き
大
会
が
１
月
10
日
、
糸
満
市
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
思
い
や
り
の
こ
こ
ろ
と
社
会
参

加
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
市
内
の
小
中
学

校
、
身
体
障
害
者
協
会
な
ど
か
ら
市

民
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
同
協
議
会
の
平
良

宗
芳
会
長
が
「
昨
年
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
、
今
年
は
達
成
さ
せ
る
と
い

う
思
い
を
込
め
て
も
ち
を
つ
い
て

く
だ
さ
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
。

　
参
加
者
は
、
「
ヨ
イ
シ
ョ
ー
」
の

威
勢
の
い
い
掛
け
声
で
も
ち
を
つ
き
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
新
春

も
ち
つ
き
大
会

　
1
月
14
日
、
森
山
克
子
さ
ん
（
琉

球
大
学
教
育
学
部
生
涯
健
康
教
育
コ
ー

ス
講
師)

と
宜
保
律
子
さ
ん
（
本
市

栄
養
教
諭
）
ら
県
内
の
栄
養
教
諭
が

作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
伝
え
た

い
！
学
校
給
食
か
ら
郷
土
料
理
」

5
0
0
0
部
の
贈
呈
式
が
、
市
教

育
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
21
世
紀

お
き
な
わ
子
ど
も
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
業
の
一
環
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も

の
で
、
市
教
育
委
員
会
を
通
し
て
市

内
小
学
校
へ
配
布
さ
れ
ま
す
。

　
二
人
は
「
地
域
の
食
材
で
作
っ
た

郷
土
料
理
を
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
つ
で
も
・
ど

こ
で
も
・
だ
れ

で
も
「le

t's

プ

チ
体
操
」

　
１
月
24
日
、
兼
城
小
学
校
体
育
館

で
「
第
１
回
糸
満
市
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内

４
小
学
校
か
ら
12
チ
ー
ム
が
参
加
。

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
児
童
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
る
の
は

初
め
て
。結
果
は
、Ａ
ブ
ロ
ッ

ク
（
６
年
生
以
下
）
で
は

米
須
小
学
校
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ

ク
（
５
年
生
以
下
）
で
は

高
嶺
小
学
校
が
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

第
１
回
糸
満
市

小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

熱戦が展開されました

Ａブロックで優勝した米須小学校

左）日頃の訓練成果が披露されました

右上）市長、消防長による服装点検

右下）元気いっぱいの遊戯を披露した園児

左）誰が上手

　　に書けた

　　かな

下）記念撮影

威勢のいい掛け声でもちをつく子どもたち

地域全体で協力して、まちの安全を守ります！
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　「小さい頃から糸満ハーレーに参加していました。
舟を漕ぐのが好きだったので、カヌーを始めるのに
抵抗はありませんでした」と笑顔で話す、當銘孝仁君。
糸満南小学校、糸満中学校出身。
　古くから、人々の移動手段として、また狩猟の道具
に使われた乗り物カヌー。糸満市にも同様、糸満海
人、先人たちが造りだした伝統の舟、サバニがありま
す。旧暦５月４日には、航海安全等を祈願したサバ
ニレース、糸満ハーレー行事が毎年、盛大に開催さ
れます。當銘君は、西村のハーレーシンカ（漕ぎ手）と
して活躍しました。
　カヌーを始めたのは高校一年の夏。バイト先の先
輩に勧誘されたのが、きっかけです。
　「想像とは違っていました。難しくてきついけど、お
もしろさの方が勝っていました。カヌーの魅力はスピ
ード感。すぐにのめりこみました」。
　カヌーの種類には、カヤックとカナディアンがあり
ます。當銘君は立膝の姿勢で片側に水かき（ブレー
ド）の付いたパドルで艇を操作するカナディアンカヌ
ースプリント競技の選手です。昨年9月、県の高校新
人大会でカナディアンシングル200メートル、500メ
ートルで２冠を達成。石川県での全国スプリント大
会では２年生ながら1000メートルで４位、500メー
トルで６位に入賞。全日本カヌースプリントジュニア
にも選抜され、昨年12月、韓国で行われた交流合宿
にも参加しました。
　ＯＢでもある平良祐喜監督（32）は「日本人離れし

たダイナミックなストロークが持ち味。研究熱心でし
んが強く向上心のある選手。まだまだ強くなれます」。
　沖縄水産高校カヌー部の部員数は９人。３年生が
引退した今、當銘君がチームを引っ張ります。
　「一緒に厳しい練習に耐えて残ったメンバーです。
みんながいるから自分も頑張れる。ここまでこれたの
は監督やみんなのおかげです」。
　美ら島総体（※）に向けて「パワーがあればあるほ
ど結果につながります。練習量や質は全国トップクラ
スのチームに負けていません。自分に足りないのは
筋力と持久力」と課題を上げます。
　「ライバルは自分。一瞬のあきらめが結果につな
がります。強くなるには厳しい練習に耐えてあきらめ
ないこと。美ら島総体は優勝を狙います」。
　美ら島総体一番の成長株として期待される17歳が
全国制覇に挑みます。

※美ら島総体・・・高校生最大のスポーツイベント「全国高
等学校総合体育大会」。今年は７月28日～８月20日の日程
で「美ら島沖縄総体2010」が本県で開催されます。
■カヌー競技　期日：8/3～7　場所：宜野座村漢那ダム　

【写真】県高校新人大会カナディアン
シングル200メートル、500メートルで
優勝した當銘孝仁さん。報得川にて
撮影。　

沖水カヌー部
国体やオリンピック選
手を数多く輩出してい
る伝統校。男子７人、
女子２人の少数精鋭。
美ら島総体での活躍
が期待されます。

選手宣誓。沖縄水産高校２年の
金城智大君と糸満高校２年の上
原ちさとさん

ライバルは自分
美ら島総体、優勝狙います
當銘孝仁さん とうめ・たかのり　沖縄水産高校２年

美 ら 島 総 体 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ
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美ら島沖縄総体まであと１７３日 （２月５日現在）
　

美
ら
島
沖
縄
総
体
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

を
兼
ね
た
、全
国
高
等
学
校
選

抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
九
州

地
区
予
選
が
12
月
24
日
か
ら
３

日
間
の
日
程
で
、西
崎
総
合
体

育
館
、沖
縄
水
産
高
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
西
崎
総

合
体
育
館
に
は
仮
設
観
客
席
な

ど
、本
番
を
想
定
し
た
会
場
が

設
営
さ
れ
、役
員
、補
助
員
ら
が

各
々
の
役
割
を
確
認
し
な
が
ら

大
会
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

九
州
各
県
の
強
豪
校
が
出
そ

ろ
っ
た
今
大
会
に
は
、沖
縄
水
産

高
校
男
子
、糸
満
高
校
女
子
が

県
代
表
と
し
て
出
場
。沖
水
の

金
城
智
大
、新
垣
秀
治
ペ
ア
が

個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
で
３
位
に
入

賞
す
る
な
ど
、総
体
に
つ
な
が

る
活
躍
を
み
せ
ま
し
た
。

美
ら
島
沖
縄
総
体
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競

技
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！
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FEBRUARY

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報

お
知
ら
せ

民間のノウハウを活用しつつサービス
の向上を図るため、美々ビーチの管理
運営を行う指定管理者を下記のとおり
指定しました。
指定管理者となる団体：（株）いちまん
指定の期間：平成22年4月1日から平成
　　　　　　25年3月31日まで
問い合わせ　糸満市役所海人課　　　
　　　　　　　 840-8247

美々ビーチ指定管理者の指
定について

自
衛
官
募
集
案
内

■ 

予
備
自
衛
官
補
〔
一
般
〕

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

試
験
日
　
4
月
17
日
（
土
）
〜
19
日
（
月
）

受
付
期
間
　
1
月
12
日
〜
４
月
9
日

■
2
等
陸
・
海
・
空
士
〔
男
子
〕

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

試
験
日
　
受
付
時
に
お
知
ら
せ

受
付
期
間
　
随
時
募
集

問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
沖
縄
地
方
協

　
力
本
部
島
尻
分
室

　
　
9
9
2
・
4
1
4
1

　
進
学
の
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
学

生
、
生
徒
に
対
し
、
就
学
に
必
要
な
学

資
を
貸
与
ま
た
は
給
付
し
ま
す
。

貸
与
・
給
付
を
受
け
る
資
格
条
件

①
糸
満
市
に
５
年
以
上
引
き
続
き
住

所
を
有
す
る
者
、
も
し
く
は
本
市

に
５
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
た

者
で
、
就
学
の
た
め
市
外
に
住
所

を
変
更
し
た
者
、
ま
た
は
本
籍
を

有
す
る
者
。

②
高
校
、
短
期
大
学
、
大
学
ま
た
は
大

学
院
に
在
学
し
て
い
る
者
。

③
学
業
成
績
及
び
素
行
が
優
秀
で
、

か
つ
心
身
共
に
健
康
で
あ
る
者
で

学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
者
。

④
他
か
ら
奨
学
資
金
の
貸
与
・
給
付

を
受
け
て
な
い
者
。

貸
与
・
給
付
の
金
額
及
び
募
集
人
員

①
貸
与
額
（
市
人
材
育
成
基
金
）

　
県
外
大
学
生
（
短
大
、
大
学
院
含

む
）
月
額
４
万
円
（
若
干
名
）
　

県
内
大
学
生
（
短
大
、
大
学
院
含

む
）
月
額
２
万
円
（
若
干
名
）

②
給
付
額

　
大
学
生
　
月
額
１
万
円
（
若
干
名
）

受
付
期
間
　
３
月
１
日
〜
３
月
31
日

受
付
及
び
受
付
場
所

　
糸
満
市
教
育
委
員
会
総
務
課

平
成
22
年
度
　
糸
満
市
人
材
育

成
奨
学
生
募
集

教
育
委
員
会
総
務
課
　
8
4
0
・
8
1
6
0

募
集

　
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
多
重
債
務
問
題
に
つ
い
て
、
司
法

書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、

心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

も
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
25
日
（
木
）
・
３
月
11
日

（
木
）
・
３
月
25
日
（
木
）

　
９
時
30
分
〜
12
時

受
付
　
相
談
日
の
前
日
９
時
か
ら
先

　
着
５
名
　

場
所
　
市
民
生
活
課
（
相
談
室
）

多
重
債
務
・
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
（
無
料
相
談
会
）

市
民
生
活
課
　
８
４
０
・
８
１
２
３

「
緑
の
募
金
」
は
、
身
近
な
み
ど
り

に
活
用
す
る
ほ
か
、
貴
重
な
水
資
源

を
確
保
す
る
た
め
森
林
の
整
備
や
地

域
規
模
で
の
み
ど
り
の
環
境
を
守
り

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

募
金
集
中
期
間
　
２
月
１
日
〜
２
月
28
日

募
金
期
間
　
２
月
１
日
〜
４
月
30
日

※
昨
年
は
、
３
、
０
４
２
、
０
０
０
円

（
目
標
額
の
１
１
１
％
）
の
募
金

が
あ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
22
年
緑
の
募
金
の
お
願
い

農
政
課
　
８
４
０
・
８
１
３
4

募
集
人
員
　
１
名

業
務
内
容
　
用
地
嘱
託
登
記
書
類
作

成
及
び
登
記
申
請
・
用
地
交
渉
・

工
事
積
算
等

応
募
資
格
　
次
の
条
件
に
該
当
す
る

者
。
土
木
施
工
管
理
経
験
者
及
び

登
記
書
類
の
作
成
の
出
来
る
方
・

エ
ク
セ
ル
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
等
の
Ｐ
Ｃ
取

り
扱
い
の
で
き
る
方

報
酬
　
月
額
1
7
1
、
0
0
0
円
　

勤
務
時
間
　
月
〜
金
　
９
時
〜
16
時

応
募
方
法
　
履
歴
書
・
健
康
診
断
書

を
提
出

応
募
期
間
　
２
月
10
日
〜
２
月
26
日

用
地
補
償
業
務
嘱
託
員
募
集

都
市
計
画
課
　
８
４
０
・
８
１
４
１

職
種
　
糸
満
市
介
護
認
定
調
査
業
務

　
等
嘱
託
員

資
格
要
件
　
運
転
免
許
取
得
者
で
介

　
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す
る

　
方
又
は
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関

　
す
る
知
識
を
有
す
る
方

業
務
内
容
　
要
介
護
認
定
等
に
係
る

　
認
定
調
査
（
訪
問
調
査
）

勤
務
時
間
　
月
〜
金
　
９
時
〜
16
時

報
酬
等
　
月
17
万
円
、
社
会
保
険
・

　
雇
用
保
険
あ
り

任
用
期
間
　
１
年
（
平
成
22
年
４
月

　
採
用
予
定
、
更
新
可
能
）

募
集
人
員
　
若
干
名

応
募
方
法
　
履
歴
書
に
資
格
免
許
証

　
の
写
し
を
添
付
し
提
出

応
募
期
間
　
２
月
22
日
ま
で

介
護
認
定
調
査
業
務
嘱
託
員
募
集

介
護
長
寿
課
　
８
４
０
・
８
１
３
３

報
酬
　
月
額
20
万
円
、
社
会
保
険
有

資
格
　
保
健
師
免
許
を
有
す
る
者

勤
務
時
間
　
月
〜
金
　
９
時
〜
16
時

業
務
内
容
　
特
定
健
診
後
の
保
健
指

導
応
募
方
法
　
履
歴
書
に
保
健
師
免
許

証
の
写
し
を
添
え
て
提
出

応
募
期
間
　
３
月
12
日
ま
で

嘱
託
保
健
師
募
集

健
康
推
進
課
　
８
４
０
・
８
１
２
６

資
格
　
介
護
支
援
専
門
員

募
集
人
数
　
1
名

勤
務
時
間
　
月
〜
金
　
9
時
〜
16
時

業
務
内
容
　
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ

　
メ
ン
ト
業
務

報
酬
　
月
額
20
万
円

選
考
方
法
　
書
類
審
査
後
、
面
接
に

　
て
決
定

応
募
方
法
　
履
歴
書
に
資
格
の
免
許

　
証
の
写
し
を
添
え
て
提
出

応
募
期
間
　
2
月
16
日
（
火
）
ま
で

面
接
日
（
予
定
）

　
2
月
18
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

介
護
支
援
専
門
員
嘱
託
員
募
集

地
域
包
括
支
援
課
　
８
４
０
・
８
１
１
４

業
務
内
容
　
滞
納
市
税
の
徴
収
業
務

条
件
　
税
金
・
債
権
の
徴
収
業
務
経

　
験
を
有
す
る
者

待
遇
　
月
額
19
万
円
（
社
会
保
険
・

　
雇
用
保
険
・
有
給
休
暇
有
）

採
用
　
平
成
22
年
４
月
１
日

応
募
方
法
　
写
真
付
履
歴
書
を
提
出

申
込
期
限
　
２
月
26
日

特
別
整
理
収
納
対
策
嘱
託
員
募
集

収
納
対
策
室
　
8
4
0
・
8
1
2
9

　
自
営
業
の
皆
様
、
国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
!

　
平
成
20
年
３
月
末
現
在
の
国
民
年
金

の
平
均
月
額
は
５
万
４
千
円
で
厚
生
年

金
の
平
均
月
額
は
16
万
１
千
円
で
す
。

　
こ
の
差
額
を
解
消
す
る
の
が
「
国
民

年
金
基
金
」
で
す
。
国
民
年
金
基
金
に

加
入
す
る
と
!

・
掛
け
金
は
家
族
分
を
含
め
て
、
全
額

所
得
控
除
（
減
税
対
象
）
で
す
。

・
ひ
と
月
で
も
納
付
す
れ
ば
、
納
付
に

応
じ
た
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
万
一
の
場
合
80
歳
ま
で
は
遺
族
補
償

が
付
い
て
い
ま
す
。

・
掛
金
は
一
定
額
で
値
上
が
り
な
し
、

年
金
額
も
加
入
時
に
わ
か
り
ま
す
。

・
７
種
類
の
年
金
か
ら
将
来
生
活
に
必

要
な
年
金
が
選
べ
ま
す
。

※
会
社
員
の
年
金
が
高
い
の
は
、
年
金

相
当
の
保
険
料
納
付
に
よ
る
が
、
保

険
料
は
給
料
か
ら
全
額
所
得
控
除
さ

れ
減
税
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
き
る
の

で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
沖
縄
県
国
民
年
金
基
金

　
　
９
４
１
・
３
０
６
１

日
時
　
２
月
13
日
（
土
）

集
合
時
間
　
９
時
、
糸
満
市

　
役
所
水
道
部
前
に
集
合

作
業
内
容
　
空
き
缶
、
ご
み

　
拾
い
。
道
具
は
市
が
準
備

清
掃
場
所
　
潮
崎
町
内

問
い
合
わ
せ
　

　
地
域
包
括
支
援
課
　

　
　
８
４
０
・
８
１
１
４

国
民
年
金
基
金
の
加
入
に
つ
い
て

ボランティア清掃について

募
集
人
員
　
若
干
名

職
種
　
学
校
事
務
員
・
図
書
館
司

書
・
補
助
教
諭
・
幼
稚
園
補
助
教

諭
・
障
害
児
支
援
ヘ
ル
パ
ー

待
遇
　
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
賞

与
・
有
給
休
暇
制
度
有

申
込
方
法
　
履
歴
書
、
資
格
を
証
す

る
書
類
の
写
し
を
提
出

配
置
　
市
内
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校

※
平
成
22
年
３
月
に
選
考
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
２
月
末
ま
で
に

申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
選
考
後

も
随
時
受
付
は
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
　
臨
時
職
員
募
集

教
育
委
員
会
総
務
課
　
８
４
０
・
８
１
６
０

①
生
活
保
護
面
接
相
談
嘱
託
員

報
酬
　
月
額
15
万
円
（
社
会
保
健
・

雇
用
保
険
・
有
給
休
暇
有
）

資
格
　
社
会
福
祉
主
事
資
格
を
有
す

る
者

②
糸
満
市
健
康
相
談
嘱
託
員

報
酬
　
1
6
5
、
0
0
0
円
（
社
会

保
険
・
雇
用
保
険
・
有
給
休
暇
有
）

資
格
　
准
看
護
師
免
許
以
上
の
資
格

を
有
す
る
者

③
生
活
保
護
自
立
支
援
専
門
嘱
託
員

報
酬
　
月
額
15
万
円
（
社
会
保
険
・

雇
用
保
険
・
有
給
休
暇
有
）

資
格
　
社
会
福
祉
士
・
社
会
福
祉
主

事
ま
た
は
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

資
格
を
有
す
る
者

④
糸
満
市
診
療
報
酬
明
細
書
点
検
嘱

託
員

報
酬
　
15
万
円
（
社
会
保
険
・
雇
用

保
険
・
有
給
休
暇
有
）

資
格
　
医
療
事
務
２
級
以
上
の
資
格

を
有
す
る
者

※
採
用
は
①
〜
④
、
４
月
１
日
か
ら
。

応
募
方
法
は
、
履
歴
書
に
免
許
資

格
証
の
写
し
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
募
集
期
間
は
、
す
べ

て
３
月
10
日
ま
で
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
　
嘱
託
員
募
集

社
会
福
祉
課
　
8
4
0
・
8
1
3
0

P12

P14

P15

P16

P18

災害種別

12月の火災

12月の救急

件　数

3（23）

235（2275）

前年比

+10

-9

糸満市の火災・救急

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

ラジオ広報 FMたまん

糸満市の人口

平成21年12月末日現在

（　　）内は平成21年累計

世帯数

男

女

総人口

外国人登録者

21,845（+24）

29,419（+1）

29,134（-10）

58,553（-9）

174（+6）
平成21年12月末現在

平成18年10月1日現在

①7時45分～7時50分
②12時55分～13時
③17時55分～18時
④12時55分～13時

月～金

土・日

糸満市役所だより

ラジオ回覧板
毎週月～金 12時～12時50分

お知らせ

催し・講座

子育て

健康

相談　

総面積　46.63km2
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市営住宅空き家待ち募集について
■お問い合わせ　建設課　　840-8138

　
市
営
住
宅
で
平
成
22
年
度
中
に
発

生
す
る
空
き
家
を
見
込
ん
で
次
の
と

お
り
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
応
募
者
は
、
抽
選
で
入
居
予
定
順

位
を
決
定
し
ま
す
が
、
有
効
期
限
内

に
空
き
家
が
発
生
し
な
い
場
合
は
入

居
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
　

■
申
込
資
格
　
月
収
額
が
次
の
基
準

　
以
内
で
あ
る
こ
と
。

①
一
般
世
帯
　
15
万
８
千
円
以
下

②
高
齢
者
、
身
障
者
世
帯
　
21
万
４

　
千
円
以
下

子育て支援センター「ぬくぬく」とつどいの広場「ぽかぽか」のママた

ちがワークショップや手作りバザーを開催します。「支援センターって

どんな所？」「初めていくのに勇気がいるなぁ」と感じている方！一緒

にワーク体験をしながら子育ての様子をのぞいてみませんか？

日時　２月２０日（土）～２２日（月）　午前１０時～午後４時

場所　糸満市役所水道局２階多目的ホール

内容　ワークショップ「ハンドメイド講座・アロマ講座など」・手作り

　バザー等　※ワーク受講希望者事前予約が必要です。

問い合わせ　糸満市つどいの広場ぽかぽか　　992-6508

■
申
込
書
配
布
及
び

受
付
期
間
　
２
月
８

日
〜
３
月
10
日
※

土
日
祝
祭
日
を
除

く
■
抽
選
会
日
時
及
び

場
所

①
日
時
　
３
月
30
日

（
火
）
14

時

よ

り

※
時
間
厳
守
（
遅

れ
る
と
抽
選
に
参

加
出
来
ま
せ
ん
）。

②
場
所
　
市
役
所
３

階
３
ー
Ｃ
会
議
室

■
空
き
家
待
ち
の
有

効
期
限
　
４
月
１
日

か
ら
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で

■
募
集
す
る
市
営
住

宅　
浜
川
・
親
田
原
・

大
里
・
福
地
・
真

壁
市
営
住
宅

あなたの土地の不発弾調査をしませんか！
■お問い合わせ　市民生活課　　840-8123

　
あ
な
た
の
土
地
の
不
発
弾

調
査
を
し
ま
せ
ん
か
！
！

　
沖
縄
県
で
は
、
不
発
弾
爆

発
事
故
防
止
の
た
め
、
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

■対象箇所条件（①②を満たすこと）。

　①民間開発等（住居・畑・空き地等）で探査予定面積が１００㎡を超えること。

　②不発弾等探査・発掘に同意すること。

■募集受付期間　平成22年3月5日（金）まで　　　　■探査費用　無料

催
し
・
講
座

有
機
農
法
に
よ
る
家
庭
菜
園
教
室

糸
満
観
光
農
園
　
９
９
７
・
２
７
９
３
　

日
時
　
2
月
20
日
（
土
）
10
時
〜
11
時

　
30
分

場
所
　
糸
満
観
光
農
園
ガ
ラ
ス
館

募
集
人
員
　
20
名
程
度
　
　

受
講
料
　
１
、
０
０
０
円
　
　
　

内
容
　
葉
野
菜
類
の
作
り
等

糸
満
観
光
農
園
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

糸
満
観
光
農
園
　
９
９
７
・
２
７
９
３
　

日
時
　
２
月
21
日
（
日
）
９
時
〜
12
時

場
所
　
糸
満
観
光
農
園
駐
車
場

　
出
店
参
加
者
募
集
中
。

第
33
回
親
子
カ
バ
バ
イ
（
伝
統
凧
）
大
会

糸
満
市
商
工
会
　
９
９
２
・
２
８
１
６

日
時
　
２
月
21
日
（
日
）

　
13
時
〜
15
時
半

場
所
　
平
和
祈
念
公
園

保
育
所
で
行
な
う
子
育
て
講
座

糸
満
保
育
所
　
９
９
２
・
２
４
０
３

　

 

第
4
回
子
育
て
講
座
『
昔
話
を
聞

こ
う
』
。
方
言
を
よ
く
知
ら
な
く
も
、

親
し
み
や
す
い
表
現
の
語
り
で
お
話

の
楽
し
さ
を
伝
え
ま
す
。
親
子
で
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
2
月
12
日
（
金
）
10
時
〜
11
時

場
所
　
糸
満
保
育
所

募
集
人
数
　
10
組

締
め
切
り
　
2
月
6
日
（
土
）

美
々
ビ
ー
チ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

美
々
ビ
ー
チ
　
8
4
0
・
3
4
5
1

日
時
　
２
月
14
日
（
日
）
8
時
30
分

　
〜
11
時
30
分

場
所
　
美
々
ビ
ー
チ
い
と
ま
ん
駐
車
場

※
出
店
者
は
、
駐
車
場
料
金
普
通
車

5
0
0
円
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

目
的
の
一
般
来
場
者
は
、
12
時
ま

で
駐
車
料
無
料
。
た
だ
し
、
ビ
ー
チ

利
用
者
の
駐
車
は
有
料
で
す
。
安

全
確
保
の
為
、
出
店
者
の
途
中
退

場
は
で
き
ま
せ
ん
。

報
得
川
自
然
再
生
講
演
会

政
策
推
進
室
　
８
４
０
・
８
１
２
２

　
報
得
川
に
再
び
清
流
と
緑
を
取
り

戻
す
よ
う
自
然
再
生
工
法
や
先
進
事

例
を
聞
き
な
が
ら
今
後
の
報
得
川
整

備
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

日
時
　
２
月
24
日
（
水
）
19
時
〜
20

　
時
30
分

場
所
　
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
^

講
師
　
島
谷
幸
宏
（
九
州
大
学
工
学

　
研
究
員
教
授
）

平
成
21
年
度
糸
満
市
植
樹
祭

農
政
課
　
８
４
０
・
８
１
３
4

日
時
　
２
月
21
日
（
日
）
10
時
〜
12
時

場
所
　
糸
満
漁
港
ふ
れ
あ
い
地
区
内

（
美
々
ビ
ー
チ
い
と
ま
ん
隣
り
）

主
催
　
糸
満
市
・
（
社
）
沖
縄
県
産

業
廃
棄
物
協
会

参
加
者
　
市
民
・
関
係
団
体
等
　

植
樹
苗
木
　
ク
ロ
ヨ
ナ
・
テ
リ
ハ
ボ

ク
・
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
他
６
０
０
本

春
の
逸
品
展

文
化
課
　
8
4
0
・
8
1
6
2

　
糸
満
市
文
化
協
会
（
展
示
部
門
）

の
先
生
方
の
高
い
技
術
の
ひ
か
る
作

品
を
一
堂
に
会
し
た
展
示
展
を
開
催

し
ま
す
。
書
道
・
華
道
・
文
芸
・
絵

画
・
写
真
・
手
工
芸
・
陶
芸
の
優
れ

た
作
品
が
鑑
賞
で
き
ま
す
。

日
時
　
2
月
22
日
（
月
）
〜
2
月
26
日

　
（
金
）

場
所
　
糸
満
市
役
所
内
市
民
ホ
ー
ル

第
13
回
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ

秘
書
企
画
課
　
８
４
０
・
８
１
１
８

日
時
　
２
月
27
日
（
土
）
14
時
〜
16
時

入
場
無
料

場
所
　
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
容
　
演
題
「
み
ん
な
で
築
こ
う
男

女
共
同
参
画
都
市
　
糸
満
市
」

講
師
　
垣
花
み
ち
子
（
元
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
所
長
・
元
県
女
性
政
策

室
長
）

■
第
13
回
西
崎
太
陽
児
童
セ
ン
タ
ー

　
ま
つ
り
　

日
時
　
２
月
20
日
（
土
）
９
時
30
分

　
〜
16
時

内
容
　
舞
台
発
表
・
バ
ザ
ー
・
も
ち

　
つ
き
大
会
・
遊
び
コ
ー
ナ
ー
・
オ

　
バ
ケ
迷
路
等

西
崎
太
陽
児
童
セ
ン
タ
ー

９
９
２
・
４
２
２
８

2
月
の
育
児
講
座

①
親
子
で
楽
し
く
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
2
月

3
日
　
②
ア
ロ
マ
で
ク
リ
ー
ム
作

り
・
2
月
10
日
　
③
時
短
・
簡
単
３

分
で
で
き
る
お
や
つ
作
り
・
2
月
17

日
④
講
話
・
子
ど
も
の
発
達
年
齢
を

関
わ
り
方
に
つ
い
て
・
２
月
27
日

※
毎
週
水
曜
日
の
午
前
中
。
予
約
が

必
要
で
す

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
10
時
〜
12
時
）
　

米
須
公
民
館
　
第
１
・
３
火
曜
日

大
川
公
民
館
　
第
２
・
４
火
曜
日

潮
平
県
営
高
層
住
宅
集
会
所

　
毎
週
木
曜
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
ぬ
く

８
５
２
・
３
６
３
３

YOU　 結市 子育て仲間あつまれ～

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
一
般

成
人
や
１
歳
未
満
（
６
ヶ
月
未

満
に
つ
い
て
は
医
師
と
の
相
談

必
要
。
）
の
乳
児
に
つ
い
て
も

接
種
で
き
ま
す
の
で
希
望
す
る

方
は
、
受
託
医
療
機
関
に
予
約

し
て
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
生
活
保
護
世
帯
及
び

子
宮
頸
が
ん
・
乳

が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
に
つ

い
て

　
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限

は
、
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

で
す
。
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

ク
ー
ポ
ン
券
は
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
受
診
し

て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

対
象
年
齢
の
変
更

　
平
成
22
年
4
月
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ

予
防
接
種
の
対
象
年
齢
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

変
更
前
　

　
生
後
３
ヶ
月
〜
１
歳
未
満

変
更
後
　

　
生
後
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
以
下

　
平
成
22
年
4
月
か
ら
、
生
後

６
ヶ
月
を
過
ぎ
る
と
接
種
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
対
象
者
で
ま

だ
接
種
し
て
い
な
い
児
は
、
早

め
に
接
種
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
総
合
保
健
協
会
で
個

別
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
健
康
推
進
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
集
団
予
防
接

種
の
お
知
ら
せ

日
時
　
2
月
25
日
（
木
）

場
所
　
糸
満
市
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　

受
付
時
間
　
14
時
〜
15
時
30
分

対
象
者
　
生
後
３
ヶ
月
〜
１
歳

未
満
（
接
種
料
金
無
料
）
　

※
母
子
手
帳
は
必
ず
持
参
し
て

来
て
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間

に
遅
れ
る
と
接
種
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

非
課
税
世
帯
の
１
歳
未
満
の
乳

児
に
つ
い
て
は
、
「
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
助
成
対
象
者
証
明
書
（
兼
委

任
状
）
」
を
事
前
に
送
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
健
康

推
進
課
で
発
行
さ
せ
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

健康推進課からのお知らせ
■お問い合わせ　

健康推進課　 　840-8126
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国民健康保険課からのお知らせ

　
現
在
、
あ
な
た
が
使
っ
て
い
る

ウ
グ
イ
ス
色
（
退
職
被
保
険
者

証
は
ク
リ
ー
ム
色
）
の
被
保
険

者
証
は
、
平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
４

月
１
日
か
ら
は
コ
ス
モ
ス
色

（
退
職
被
保
険
者
証
は
若
竹

色
）
の
被
保
険
者
証
に
変
わ
り

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
３
月
よ
り
次
の
と

お
り
被
保
険
者
証
の
切
り
替
え

を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
21
年
度
国
保
税
第

７
期
分
ま
で
を
平
成
22
年
２
月

１
日
納
期
限
ま
で
に
完
納
し
た

世
帯
に
は
、
被
保
険
者
証
を
３
月

中
に
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
市

役
所
窓
口
で
の
切
り
替
え
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
税
の
早
め
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
保
険
税
に

未
納
が
あ
る
場
合
は
切
り
替
え

当
日
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

切
り
替
え
日
程

３
月
３
日
（
水
）
〜
８
日
（
月
）
　

　
糸
満
地
区

３
月
８
日
（
月
）
　
　
　
　
　

　
西
川
町

３
月
９
日
（
火
）
〜
10
日
（
水
）

　
潮
崎
・
西
崎
地
区

３
月
11
日
（
木
）
〜
15
日
（
月
）

　
兼
城
地
区

３
月
16
日
（
火
）
〜
17
日
（
水
）

　
高
嶺
地
区

３
月
17
日
（
水
）
　
　
　
　
　

　
真
栄
里

３
月
17
日
（
水
）
〜
23
日
（
火
）

　
三
和
地
区

※
土
日
祝
祭
日
は
休
み
で
す
。

３
月
28
日
（
日
）
の
13
時
〜

17
時
は
、
被
保
険
者
証
の
切
り

替
え
及
び
納
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
の
う
ち
、
国
保
加
入
世

帯
員
全
員
が
65
〜
74
歳
の
方
だ

け
の
世
帯
で
は
、
原
則
、
国
民
健

康
保
険
税
の
納
付
方
法
が
「
特

別
徴
収
」
に
な
り
ま
す
。

「
特
別
徴
収
」
と
は
、
世
帯
主
が

受
給
す
る
年
金
か
ら
あ
ら
か
じ

め
差
し
引
か
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
を

納
付
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

※
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な

い
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

り
納
付
し
て
い
た
だ
く
普
通

徴
収
に
な
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
人

○
国
保
加
入
世
帯
員
全
員
が
65

〜
74
歳
で
あ
る
こ
と
。

○
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上

の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
こ

と
。

○
介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
合

算
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分

の
１
を
超
え
な
い
こ
と
。

■
国
保
税
の
納
め
方

　
年
６
回
の
年
金
支
払
い
額
か

ら
国
保
税
を
特
別
徴
収
い
た
し

ま
す
。

　
４
月
・
６
月
・
８
月
は
、
所

得
が
確
定
す
る
ま
で
仮
徴
収
し

ま
す
。
所
得
確
定
後
に
本
賦
課
を

行
い
、
年
間
国
保
税
か
ら
仮
徴
収

分
を
差
し
引
い
た
額
を
10
月
・

12
月
・
２
月
で
本
徴
収
い
た
し

ま
す
。

※
特
別
徴
収
は
、
多
く
の
場
合
、

口
座
振
替
へ
切
り
替
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
市
役
所
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
口
座

振
替
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

世
帯
と
し
て
の
所
得
税
・
住

民
税
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

住宅手当緊急特別措置事業（住宅手当制度）がはじまります。
■お問い合わせ  社会福祉課　　840-8130 ■お問い合わせ　　国民健康保険課　　840-8127

保育所では入所していない親子に

保育所で遊ぶ場と機会を提供し保

護者の子育て支援を行います。直

接下記の実施保育所まで申し込ん

でください。

　３月１日から１週間「消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子」

を統一標語に、全国一斉に春の火災予防運動が実施されます。この運

動は火災が発生しやすい時季にあたり、火災予防運動の一層の普及

を図ることにより、火災の発生を防止し、火災による死傷者や、財産

の損失を防ぐことを目的としています。私たちの街から、火災をな

くすために、次のことを守りましょう。

①家のまわりに、燃えやすいものを、置かない。

②寝タバコや、タバコの投げ捨てはしない。

③天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。

④風の強いときは、火入れや、たき火をしない。

⑤子供には、マッチやライターで遊ばせない。

⑥電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。

⑦ストーブには燃えやすいものを近づけない。

◎大切な家族を守るために、住宅火災を早期発見し、逃げ遅れ者を

無くすため住宅用火災警報機を設置しましょう。

※糸満市火災予防条例で全ての住宅に住宅用火災警報機の設置が義

務づけられています。

★実施日　毎週水曜日　10時～12時

★内容　保育参加・給食体験（希望

者のみ。但し、250円の実費がでま

す）・子育て相談

★申込方法　毎週月曜日10時～17時

実施保育所に直接申し込む

★実施保育所　　

　糸満保育所（992-2403）

　座波保育所（994-7914）

   真壁保育所（997-2833）

　米須保育所（997-3456)

   喜屋武保育所（997-3663）

子
育
て
応
援
デ
ー
の
開
催

　３月１日から１週間「消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子」

を統一標語に 全国一斉に春の火災予防運動が実施されます この運

春季火災予防について

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
切
り
替
え
及
び
送

付
（
郵
送
）
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
の

特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
お
支
払
い
）
に

つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
で
、
や
む
を
得
な
い
特

別
な
事
情
（
失
業
・
倒
産
・
破

産
・
天
災
な
ど
）
や
所
得
の
減

少
（
H
20
年
度
よ
り
30
％
以
上

減
少
）
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

税
の
納
付
が
困
難
な
世
帯
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
保
税
の
減
免
申

請
に
よ
り
減
税
が
認
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
滞
納
の

ま
ま
に
せ
ず
国
民
健
康
保
険
課

の
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
保
税
の
減
免
は
随
時
受
付

し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
21
年
度

の
減
免
申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
期
日
を
も
っ
て
終
了
と
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
全
員
の
確
定
申
告
終
了
後
、

速
や
か
に
国
民
健
康
保
険
課
に

て
申
請
書
及
び
必
要
書
類
の
提

出
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
20
年
度
の
確
定
申

告
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

減
免
申
請
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

併
せ
て
確
定
申
告
の
方
を
お
願

い
し
ま
す
。

対
象
者

糸
満
市
国
民
健
康
保
険
税
減

免
規
則
の
対
象
者

必
要
書
類

①
減
免
申
請
書

②
印
鑑
（
認
印
可
）

③
確
定
申
告
書
の
写
し
（
平

成
21
年
分
の
国
保
加
入
者

全
員
分
）

締
切
日

　
平
成
22
年
３
月
15
日
（
月
）

国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
申
請
に
つ
い
て

　
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
施
策
の
一
環
と
し
て
、
離
職

者
が
就
職
活
動
を
安
心
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
住

宅
費
に
つ
い
て
最
長
６
ヶ
月

間
給
付
（
住
宅
手
当
）
す
る

住
宅
確
保
支
援
対
策
が
平
成

22
年
１
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

支
給
対
象
者
　
住
居
手
当
は
、

次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

①
２
年
以
内
に
離
職
し
た
方

②
離
職
前
に
自
ら
の
労
働
に

よ
り
賃
金
を
得
て
主
と
し

て
世
帯
の
生
計
を
維
持
し

て
い
た
方

③
就
労
能
力
及
び
常
用
就
職

の
意
欲
が
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
へ
求
職
申
し
込
み
を

行
う
方

④
住
居
を
喪
失
し
て
い
る
方

ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
方
（
喪
失
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
方
は
次
の
⑤

及
び
⑥
の
要
件
に
該
当
し
、

賃
貸
住
宅
等
に
入
居
し
て

い
る
方
）

⑤
原
則
と
し
て
収
入
の
な
い

方
。
一
時
的
な
収
入
が
あ
る

　
場
合
に
は
、
生
計
を
一
つ
と

す
る
同
居
の
親
族
の
収
入

の
合
計
が
次
の
金
額
以
下

で
あ
る
こ
と
。

　
単
身
世
帯
　

　
　
月
収
８
万
４
千
円

　
複
数
世
帯
　

　
　
月
収
17
万
２
千
円

⑥
生
計
を
一
つ
と
す
る
同
居

の
親
族
の
預
貯
金
の
合
計

が
次
の
金
額
以
下
で
あ
る

こ
と
。

　
単
身
世
帯
　
50
万
円
　
　

　
複
数
世
帯
　
１
０
０
万
円

⑦
国
の
住
宅
喪
失
離
職
者
等

に
対
す
る
雇
用
施
策
に
よ

る
貸
付
ま
た
は
給
付
、
自
治

体
が
実
施
す
る
類
似
の
貸

付
け
ま
た
は
給
付
等
を
受

け
て
な
い
方

就
職
活
動
要
件

　
手
当
支
給
期
間
中
は
、
常
用

就
職
に
向
け
た
就
職
活
動

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求

職
申
し
込
み
）
、
就
労
支

援
担
当
者
と
の
面
談
及
び

報
告
を
行
う
こ
と
。

問い合わせ　糸満市消防本部　　992-3661



今月今月
の
表紙表紙

自治自治
連絡員連絡員
会議会議

3ーC  会議室

2/22

3/5

○社会福祉協議会へ　伊敷国光さん（与座）より故伊敷静子様の香典返
しとして5万円　○人材育成基金へ　松川タケさん（大里）より故上原武
芳様の香典返しとして10万円▼玉城米子さん（大度）より故玉城勝正様
の香典返しとして10万円

日時　２月24日（水）

　　　14時～16時

場所　浦添市てだこホール

問い合わせ

　沖縄労働局雇用均等室　　

　　　868-4380

平成2２年1月号に掲載しました社会福祉協議会への寄附金の報告につ
きまして、次のとおり訂正いたします。関係者にはご迷惑をお掛けし申
し訳ございませんでした。（誤）玉城信儀様　（正）玉城信義様

寄附　ご芳志ありがとうございます育児・介護休業法
説明会

お詫びと訂正

19 18

○休館日
2/1～5・

8・11・12・15・22

○上映会

○図書リサイクル
市民の皆さんへ還元します！

日時　2/21（日）14時～
アニメ「めいさくどうわ」
※入場無料です。

○おはなし会
日時　2/13（土）・27（土）15時～
～絵本と紙芝居の読み聞かせ～

○ひな人形展示
日時　2/17（水）～3/4

期日　2/6（土）～2/21（日）
場所　中央図書館

移動図書館　くろしお号
※悪天候時は運休。（　）内は滞在時間

995-3746
み な よ む

高嶺小学校
がじゅまる児童ｾﾝﾀｰ
与座区民館

10：20（20 分）
16：10（30 分）
17：00（30 分）

Ａ　2/10　2/24

兼城ﾊｲﾂ集会所
潮平北側広場
阿波根宿舎

14：00（30 分）
14：40（30 分）
15：20（30 分）

Ｂ　2/20　3/6

喜屋武小学校
さつきの城自治会館
米須団地

13：20（40 分）
16：10（30 分）
17：00（30 分）

Ｄ　2/17　3/3

賀数公民館
おおたばる（賀数宿舎）
航空局糸満宿舎
願寿館
西崎１丁目集会所

10：00（30 分）
10：40（40 分）
14：00（30 分）
14：40（30 分）
15：20（30 分）

Ｅ　2/13　2/27

西崎さくら公園
ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ自治会館
潮平高層住宅
雇用促進住宅

10：40（40 分）
14：00（30 分）
14：40（30 分）
15：20（30 分）

Ｆ　2/21　3/7

真壁小学校　　　13：25（40分）
Ｇ　2/25

兼城小学校　 　　13：30（20分）
Ｈ　2/23　3/9

日時：第1･3週水曜日「栄養に関する相談」9時～12時
　第2･4週水曜日「高血圧、糖尿病、肥満など生活習慣病、
　市民健診結果についてのアドバイスなど」9時～12時
場所：健康推進課　TEL：840-8126

健康についての悩みはこちらまで健康相談（予約制）

日時：毎週月曜日～金曜日　13時30分～17時
場所：社会福祉センター（ふれあい福祉相談室）
TEL：994－0563（内15)／ 852－3000 (専用)

ふれあい福祉相談

身体障害者相談員   櫻木かほる  (自)992－2723 (職)995－0789 
　　　　　　　　豊平朝清　992－4741
知的障害者相談員　栄盛圧美　（自）997-2119

県から委託を受けた方々です障害者相談

日時：毎週月曜日～金曜日　8時30分～17時30分
場所：市障害者支援センター陽だまり 
TEL：840－8468

生活・就労等に関する相談や支援障害者（児）相談　　

日時：毎週月曜日～金曜日　8時30分～17時
場所：糸満市地域包括支援センター
TEL：地域包括支援課　840-8114

在宅介護等に関して総合的に応じます高齢者相談

日時：平日 8時30分～17時30分 / 土･日･祝祭日 10時～17時
場所：沖縄女性相談所　TEL：854－1172　

女性相談所

日時：毎週火曜日～土曜日　10時～17時
場所：市青少年センター（がじゅまる児童センター内）
TEL：995－1957（gajimaru@southernx.ne.jp）

子育て相談

日時：毎月第2･4水曜日　13時30分～15時30分
定員：相談日の前日の９時から先着５名
場所：市民生活課(相談室）　TEL：840－8123

弁護士による法律相談無料法律相談

日時：毎月第1･2･3火曜日　14時～16時　場所：市民生活課相談室
TEL：840-8123　※上記日程で難しい方は行政相談員と調整してください。
行政相談員：金城栄子 994-5978　酒屋祐定 997-3117　國吉恒子 994-6117　　

役所の仕事に関する苦情や意見など行政相談

親子・夫婦・扶養・相続・いじめ等人権相談

日時：毎週月･火･水･木　9時～14時
場所：市民生活課
TEL： 840－8123　(※祝日は休み)

市民生活に関する相談に市民相談員が応じます市民相談 中
央
図
書
館

各
種
相
談

編集編集
後記後記

ムーチー

米須小学校  　 　13：30（30分）
Ｃ　2/18　3/4

那覇地方法務局 人権擁護課 TEL：854-1215　　　
人権擁護委員：大城美根子・伊敷康子・大城正清・宮城美
恵子・上原研治・久保田曉・徳元勲　

新年早々､女達の会合では

「ダイエット・可愛くな

る・モテる」が三大目標

に掲げられていました｡私

のテーマは「美」｡業務上

パンツにスニーカーで汗

だくの私ですが、今年は

「女」を意識して､笑顔で

余裕のある素敵な女性に

なりたいです｡間違っても

「食」とは言えない雰囲

気でした。(あいみ）

職場のバドミン
トン大会で張り切り
すぎてしまい翌日には腰
痛が・・・。試合に勝っ
ても年齢には勝てず、優
勝賞品より治療費の方が
高くついてしまいまし
た。運動前後のストレッ
チは大切ですね。ドク
ターストップで、しばら
く運動ができないので、
ストレスがたまりそうで
す。（くだ）

旧暦12月８日は「ムー
チー」の日。子育て支援
センターぬくぬく（座波）
でムーチーづくり体験が
行われました。参加した
親子は、黒糖や紅イモ粉
等を混ぜたもち粉をこね
たり、月桃の葉に包む作
業に挑戦。出来たての
ムーチーに舌鼓し、今年
一年の健康を願い
ました。
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　平成21年度「糸満市長賞」「教育長賞」表彰の受賞式が1
月16日、平成21年度糸満市学力向上推進実践発表会の中
で行われました。
　糸満市長賞には、昨年島根県雲南市で開催された平和作
文コンクールで最優秀賞、糸満市少年の主張大会で最優秀
賞を受賞した西崎中学校３年、金城美和さんに贈られまし
た。また、１月10日（いとまん）を「糸満市教育の日」と定めた
のを記念して、今年度新たに教育長賞が設けられ、スポーツ、
文化活動で活躍した児童生徒23人が表彰を受けました。
　上原裕常市長は「皆さんの活躍は、多くの市民に喜びと勇
気を与えました。これからも、家庭、学校、地域が連携して、子
どもたちが地域に誇りをもてるような取り組みを展開してい
きたい」と、あいさつ。
　表彰式の後には、市内の幼小中学校の実践発表会が行
われ、高嶺幼稚園の比嘉由美子教諭は「幼児一人一人に生
きる力の基礎をはぐくむ」をテーマに事例を発表。会場には、
市内各小中学校の教諭、ＰＴＡなど学校関係者が多く訪れ、
熱心に耳を傾けていました。

糸満市長賞に
金城美和さん 西中３年

　１月１１日、成人の日、糸満市ではサムシング・フォー西
崎で、平成２２年糸満市成人式典が行われました。
　式典では上原裕常市長が「これからの人生に誇りと責任
をもって大きく前進し、社会を明るくする原動力になるよう頑
張ってください」と新成人を激励しました。
　新成人を代表して、三和中学校出身で県内の専門学校に
通う、新屋真亜久さんが「この日を迎えられたのは両親や家
族、地域の方々、共に競い歩んできた仲間のおかげです。こ
の感謝を忘れることなく、社会人として糸満市を誇りに、これ
からの人生を歩んでいきたい」と力強く、決意を述べました。

上/糸満市長賞、教育長賞を受賞した児童、生徒の皆さん
左下/受賞者を代表して、糸満市長賞を受賞した金城美和さんがあいさつ

右下/スポーツ、文化活動で活躍した児童、生徒23人に教育長賞が贈られました

左上/新成人を代表して
新屋真亜久さんがあいさつ
右上・下/式典終了後は

各中学校に分かれて記念
撮影が行われていました。

この日、本市では
男性352人、女性340人の

692人が決意新たに
成人を迎えました。

決意新たに糸満市成人式典




